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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉
…
立
地
企
業
数
や
業

績
に
連
動
す
る
法
人
住
民

税
が
２
０
１
０
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
の
10
年
間

で
増
収
し
た
市
町
村
が
全

国
の
３
割
に
当
た
る
５
７

５
自
治
体
に
達
し
、
そ
の

中
で
広
野
町
の
法
人
住
民

税
収
増
加
率
が
５
・
５
倍

で
日
本
一
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
人

住
民
税
の
増
加
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
ま
す
か
。

町
長
…
震
災
後
、
復
興
関

連
の
事
業
所
や
廃
炉
関
連

の
事
業
所
、
新
た
に
進
出

し
た
事
業
所
等
に
よ
り
法

人
町
民
税
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
２
０
２
０
年
度

は
、（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
事

業
開
始
後
に
よ
り
、
大
規

模
償
却
資
産
税
か
ら
法
人

町
民
税
が
大
幅
に
増
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

渡
邉
…
今
後
の
企
業
誘
致
、

雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
、
産
業
団
地
造
成
を
踏

ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長
…
安
定
し
た
就
労
環

境
、
雇
用
の
場
の
確
保
を

図
る
た
め
、
各
課
担
当
に

よ
る
横
断
的
な
情
報
共
有

組
織
と
な
る
「
移
住
・
定

住
推
進
チ
ー
ム
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
雇
用
マ
ッ

チ
ン
グ
、
生
産
販
路
拡
大

な
ど
、
立
地
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

渡
邉
…
震
災
前
の
２
０
１

０
年
度
と
２
０
２
０
年
度

を
比
較
し
て
、
立
地
企
業

数
は
ど
の
程
度
、
増
加
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
法
人
町
民
税
適
用

事
業
所
が
、
２
０
１
０
年

度
に
お
い
て
は
１
３
３
事

業
所
、
２
０
２
０
年
度
に

お
い
て
は
２
２
２
事
業
所

と
な
っ
て
お
り
、
約
１
・

７
倍
増
加
し
て
い
ま
す
。

法
人
町
民
税

５
・
５
倍
に
増
加
の
要
因
は

町
長
／
復
興
関
連
の
事
業
所
等
が
増
加

工業団地
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一

般

質

問

阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

地
域
振
興
券
等

被
曝
問
題

支
給
認
定
改
め
よ

町
長
／
対
象
者
の
変
更
は
な
い

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
報
告
は
嘘

町
長
／
世
界
各
国
で
活
用
さ
れ
て
い
る

阿
部
…
こ
の
支
給
要
綱

に
は
支
給
対
象
者
と
し

て
「
平
成
23
年
3
月
11
日

現
在
、
広
野
町
の
住
民
基

本
台
帳
～
に
登
録
さ
れ
て

い
た
者
」
と
あ
る
。
居
住

地
や
転
入
転
出
日
は
住
民

基
本
台
帳
法
等
で
居
住
実

態
の
事
実
と
当
該
者
の
主

観
的
意
思
に
よ
り
総
合
的

に
認
定
さ
れ
る
。
台
帳
の

転
入
日
が
そ
れ
以
前
と
認

定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
日
を

も
っ
て
行
政
上
の
諸
々
の

判
定
が
行
わ
れ
る
、
と
い

う
の
が
総
務
省
等
の
見
解
。

だ
か
、
町
長
は
震
災
・
原

阿
部
…UNSCEAR

［
国
連

科
学
委
員
会
］
が
あ
ら
ゆ

る
イ
カ
サ
マ
を
重
ね
て
２

０
２
０
／
２
０
２
１
報
告

書
を
こ
し
ら
え
た
。
来
日

し
た
事
務
局
長
ら
は
「
日

本
で
放
射
線
障
害
が
生
じ

る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
」

「
今
後
も
こ
の
結
論
は
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
政
治

的
デ
マ
を
流
布
し
、
い
わ

き
市
で
の
説
明
会
で
は
民

間
の
学
者
ら
か
ら
様
々
な

非
難
を
受
け
た
。
こ
の

報
告
書
の
デ
タ
ラ
メ
は 

UNSCEAR

日
本
代
表
ら
の

手
に
よ
る
。
２
０
１
３
報

告
書
か
ら
大
幅
に
甲
状
腺

吸
収
線
量
の
評
価
を
下
げ

た
が
、UNSCEAR

の
鈴
木

元
氏
は
日
本
人
は
海
産
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る

か
ら
線
量
係
数
を
約
半
分

に
し
た
方
が
い
い
とICRP

［
国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
］
に
提
案
し
、
推
定
被

曝
線
量
が
半
分
に
さ
れ
た
。

日
本
人
の
ヨ
ウ
素
の
摂
取

発
事
故
の
前
か
ら
当
町
に

居
住
実
態
が
あ
っ
た
町
民

を
地
域
振
興
券
・
電
気
水

道
等
給
付
金
の
支
給
対
象

か
ら
除
外
。

　
例
え
ば
、
あ
る
町
民
は
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
、
国

民
健
康
保
険
料
を
当
町
に

納
め
、
震
災
に
よ
る
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
域
振
興
券
・
電
気
水
道

等
給
付
金
だ
け
は
町
は
支

給
対
象
か
ら
除
外
。

 

震
災
・
原
発
事
故
の
時

に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

く
て
も
支
給
基
準
日
（
平

成
28
年
4
月
1
日
）
ま
で

に
町
民
と
婚
姻
し
た
人
や

そ
の
間
の
子
供
に
は
支
給
。

以
前
か
ら
居
住
実
態
が

あ
っ
て
支
給
基
準
日
ま
で

納
税
し
て
い
る
町
民
に
は

支
給
し
な
い
。
極
め
て
差

別
的
。
納
税
と
受
益
の
基

本
原
則
に
も
違
反
。
こ
ん

な
デ
タ
ラ
メ
を
問
題
な
し

と
す
る
根
拠
は
何
で
す
か
。

量
は
今
で
は
世
界
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
。
ま
た
、
世
界

的
に
著
名
な
黒
川
眞
一
氏

（
高
エ
ネ
加
速
器
研
究
機

構
名
誉
教
授
）
は
今
回
の

報
告
書
は
誤
っ
た
グ
ラ
フ

や
デ
ー
タ
が
複
数
あ
る
他
、

甲
状
腺
吸
収
線
量
に
関
わ

る
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
速
度

が
物
理
的
に
あ
り
得
な
い

数
値
で
あ
り
、
被
曝
線
量

を
過
小
評
価
し
て
い
る
と

怒
る
。

　
町
長
は
今
般
の
一
般
質

問
の
事
前
通
告
の
前
ま
で

以
上
を
承
知
し
て
い
ま
し

た
か
。

町
長
…
世
界
各
国
の
政
府

と
組
織
が
、
放
射
線
リ
ス

ク
の
評
価
と
防
護
措
置
を

定
め
る
た
め
の
科
学
的
根

拠
と
し
て
、UNSCEAR

の

解
析
結
果
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

阿
部
…
２
０
１
３
報
告
書

は
「
５
０
０
mSv
以
上
被
曝

し
た
人
は
い
な
い
」
と
決

め
付
け
た
が
、
そ
の
根
拠

町
長
…
地
域
振
興
券
及
び

電
気
・
水
道
料
等
生
活
支

援
給
付
金
の
支
給
対
象
者

は
、
要
綱
に
定
め
た
要
件

を
全
て
満
た
す
町
民
に
限

ら
れ
ま
す
。

阿
部
…
地
域
振
興
券
・
電

気
水
道
等
給
付
金
の
支
給

認
定
を
改
め
よ
。

町
長
…
町
民
の
「
帰
還
」

「
生
活
再
建
」「
生
活
安
定
」

推
進
の
た
め
に
制
度
設
計

し
た
も
の
で
あ
り
、
支
給

要
件
に
お
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
給

対
象
者
を
変
更
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
双
葉
町
で
逃
げ
遅
れ
た

り
浪
江
町
の
津
島
地
区
に

留
ま
る
な
ど
し
て
深
刻
に

被
曝
し
た
千
人
単
位
の

人
た
ち
を
調
査
対
象
か

ら
外
す
と
い
う
詐
欺
に
基

づ
い
て
い
る
。
町
長
は

何
か
と
言
え
ばUNSCEAR

の
報
告
書
を
持
ち
出
し

て

責

任

か

ら

逃

げ

る

が
、
態
度
を
改
め
ま
す
か
。

町
長
…
一
般
質
問
、
質
疑

に
お
い
て
、
今
後
も
誠
実

且
つ
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。


